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吉田忠生 :故曾呈歪氏の思い出
Tadao Yoshida: A memory of Dr. C. K. Tseng (1909-2005) 

f雪呈釜文選 (1994)より

中国の著名な海藻学者曾皇室(c.K. Tseng)氏は 2005年

l月20日， 96歳で死去された。

曾呈杢氏は 1909年6月18日に中国福建省慶門で出生，

j夏門大学で藻類学を学び，その後中国沿岸の海藻の分類学的

研究をはじめた。1940年にアメリカにわたり ，Michigan大

学でWilliamR. Taylor教授の下で研究を続けて 1942年に

理学博士の学位を得た。太平洋戦争のために戦後までアメ リ

カにとどまり，1946年に 1:1ヨ国に戻った。青島の山東大学の

教授に迎えられ， 1959年から 中国科学院海洋研究所の所長

として更に広範な研究組織をつくり，いくつものプロジェク

トを展開させた。1991年に退職してからは名誉研究所長と

して研究指導だけでなく， 社会的な面でも活動を継続してい

た。

曾氏の主な関心は海藻の養殖と産業化にあった。しかし，

1930年代の中国では中国人自身による海藻研究が行われて

おらず，まずどのような海藻が生育しているかという分類と

分布の研究から始めなければ、ならなかった。こう してアメ リ

カに滞在した戦争終結までは分類学的研究をおこなって， ~I二l

困j主海r~~の種類と分布を明 らかにした。 また，戦争で 日本か

らの寒天の供給が止まったため，カ リフォルニア沿岸のテ

ングサ類からの寒天製造にも関与したと いう。寒天!京誌に

“agarophyte"という言葉を創ったのも曾皇室氏である。

中国に戻ってからは，それまで大連で大槻洋二郎氏がはじ

めたコンフ、、養殖の技術を拡大し，より温暖な海域でhも養殖す

る技術を共同研究者とともに開発して，大規模な養殖事業を

定着させる努力を した。

次に.1950年代に入ると，アマノ リ類の生活史の研究も

開始し，黒木宗尚氏や太田扶桑男氏につづいて採苗技術を開

発した。これによって中国沿岸での海苔養殖事業が大規模に

展開された。コンコセリス糸状体に形成される胞子嚢につく

られる胞子に“殻胞子conchospore"という術語を提唱した。

このような多方面の技術開発でこれまでに無かった産業を

創出した功績も大きい。

中国沿岸の海藻相の解明にも大きく寄与している。海洋研

究所のスタップを動員して海南島や西沙諸島など中国南部の

調査を実施した。この海域に多い本ホンダワ ラ類の研究に努

力され，中国海藻誌第 3巻第 2n甘は墨角藻目 (Fucal巴s)はそ
の結果である。

私が曾氏にはじめて 会ったの は，1984年University

of Guamで開催された“Workshopon Taxonomy of 

Economic Seaweed"のときだった。Workshopはハワイ大

学の Abbott教授がCaliforniaSea Grant College Program 

の後援で組織 したものであるが.1940年代から続いている

曾呈杢氏と Abbott氏との人脈も関係しているようである。

この最初のWorkshopに日本からはオゴノ リグルーフ。に北大

水産学部の山本弘敏さんとホンダワラクーループに筆者の2人

が招かれた。その とき曾呈杢氏はすでに 75歳だったが，き

わめてお元気のようすだった。この会ではホンダワラグ、ルー

プを曾呈室氏と台湾の江永綿 (Young-MengCruang)氏と筆

者の 3人で・構成した。曾氏と江氏は中国語で会話でき，江氏

と筆者は日本語で通ずるが， 3人で、共通の言ー語は英語という

状態で. ~ Iq常に緊張した 1 週間を過ごした。各国の研究者が



¥24 

Workshop at Institut巴ofOceanography， Nha Trang， Vietnalll， 
April， 1999 

(左から) Y!.r日忠秀 ・ 曾畏套 ・ 古 |王1 )il.~ ~I : ・ 陛保仁 ・ 鯵坂セi印j

集まり ，1つのテーブルを囲んでそれぞれ持参した標本を前

に種類についての議論をするというのは前例の無いことで，

論文だけからでは何られない意見の交換ができた。

このときはちょうど筆者がホンダワラ属の Bactrophycus

m属の日本庄樋を組めた直後だったので，この亜属だけに
ついて議論をして，筆者が原稿を書し 3た。そのなかでオオパ

モクの四日本に分布する個体群は関東地方を中心として分

布する個体鮮に形態的，生態的な差があるので亜種のレベ

ルで区別するとした。出来上がった報告書 "Taxonomyof 

Economic Seaweecls"を見ると，曾氏の芯見で西日本庄の

fll'!1体群ヤナギモクを極と して扱うことになってしまってい

た。これも曾氏と Abbott氏の長年の関係から曾氏の見解を

優先したのだろうと思わざるをえない。

ホンダワラ属のなかに気)J包の周りに ~I~ をもっというか，葉

の中央部が膨らんで気胞になると表現すべき特徴をもつも

のがあり，この形態について曾氏は“葉室長phyllocyst"と

いう術語を提案し，この特徴をもっ願を PhyllocYSfαt師、iと

し，BαCtl
しカか当しι，筆者らの分子系統のi町研U肝「究カか3らPI付?ザyllo町cy戸sfαaef1節!i'jは
Bσctrophy戸CL川tばsTI班E属でで、はなく ，Sargassum亜屈に含めるべき

であるという結論になった。

その後， Workshopは 1986年中国 青島， 1989年 San

Diego， California， 1991年 札幌北海 道大学，1993 {I三

Honolulu， Hawaii， 1995 i:j~ Kuala Lumpur， Malaysia， 1997 

年PhuketIslancl， Thai lancl， 1999 年ト~ ha Trang， Vietnam， 

2002年Hilo，Hawaiiで開催された。曾氏は 1995，2002年

のWorkshopには出席されなかったが，そのほかの会には元

気な姿を見せてくれた。

ホンダワラ類の分類に関してはいつも議論を戦わせた。 ~i7

氏は W.A. Setchell教授をひじように尊敬しており，教授の

“Hong Kong Seaw巴巴CI"の分類体系をかたくなに支持してい

た。それに対し筆者はつねに批判的であり，なかなか一致を

見なかった。ヒジキの所属について曾氏は Setchellに従って

ホンダワラ属に合めるこ とを主張し， 筆者は岡村金太郎先生

の意見により， 別属として扱うとし 3う)J見を強制していた。

2000年になって，筆者は分子系統の研究結果から ヒジキ

がホンダワラ屈のなかでもウミトラノオのグループに近い と

いう結論を得て， ヒジキをホンダワラ属の一員として認める

ことにした。同じ 2000年に発行された「中国海部誌ー褐藻I"'JJ
のなかで曾氏はヒジキ属を留保つきながら記述している。

曾呈査氏は仁|二q主|で学術・政治の両f[iで、傑出した人物であり，

1993年までの学術的な業績は「曾呈査文選J (海洋出版社，

1994)に論文252編，著書8編収録されている。彼の古11下

に当る陸保仁氏などはそばにいるだけでひじように緊張した

状態にあったことを懐かしく思し主出す。筆者はそのような関

係が無いので自巾に議論を戦わせることができた。これまで

9回開催された Workshopは筆者にと ってかけがえの無い経

験の場だったし， 3 ~I 回 以降， 参加してくれた鯵坂哲朗氏 ・

野呂忠秀氏をはじめとする日本の研究者にとっても有益だっ

たと信じている。曾呈査氏の偉大な功舶を偲び，こ。冥摘を祈っ

ている。

Workshopに筆者らを招いてくれたハワイ大学の 1.A. 

Abbott教授に感謝している。また，曾氏の経歴などの情報

の入手には有1':l 1~j ll券氏のお |立話になった。 ここでお礼申し上

げる。
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